
第二地区  令和４年度 推進交付金：５５０，０００円 

取組み 1  地域防災力向上事業 

第二地区地域づくり協議会主催 

第二地区町会連合会＆第二地区防災部共催 

推進交付金の活用 

有 

⑴ 目的 

市指定避難所運営委員会の開催や防災備品の購入により、防災意識の

向上と地域の防災体制の充実、日頃の災害に対する備え等を図ります。 

 

⑵ 取組み 

ア 第 1 回まつもと市民芸術館・第二地区公民館避難所運営委員会合同 

会議の開催 

(ｱ) 日 時  令和４年７月１２日（火）午後６時３０分～ 

  (ｲ) 会 場  第二地区公民館 

(ｳ) 内 容 

    合同で会議を開催し、運営マニュアルの確認及び防災の心構えを学び 

ました。 

 

                   

 

 

 

 

 

 

イ 第 2 回まつもと市民芸術館避難所運営委員会の開催 

 (ｱ) 日 時  令和５年２月２８日（火）午後３時～ 

  (ｲ) 会 場  まつもと市民芸術館 

(ｳ) 内 容 

実際の避難場所である、まつもと市民芸術館内を新旧委員で視察し、

避難所スペースの確認を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 第 2 回第二地区公民館避難所運営委員会の開催 

 (ｱ) 日 時  令和５年３月１５日（水）午後６時３０分～ 

  (ｲ) 会 場  第二地区公民館 

(ｳ) 内 容 

運営マニュアル、備品の確認と危機管理課から避難所開設の研修を受

けました。 

 

エ 防災備品の購入 

災害時の避難用物資の運搬のためキャリアカーを購入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

 ア 避難所の運営、自分たちが担うという主体的意識が低いので、地区

全体の防災力アップを図るため、実際に避難所運営訓練又は、住民を

交えた避難（防災）訓練など、実行性の高い訓練を行っていきます。 

 イ また、いざという時の備えとして、今まで積み立てきた積立金を活

用して、普通では購入できない高額な備品を購入していきます。 

  ウ 屋外の一時避難場所となる、第二地区防災緑地公園は地域の皆さん 

と一緒に環境美化清掃を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このキャリアカーは、金

網が付いていて、荷物が落

ちる心配もなく、物資の運

搬を迅速かつ楽に搬送でき

ます。 



取組み 2  地域活性化推進事業 
銭湯無料入浴券配布、銭湯体操 

第二地区地域づくり協議会主催 

社会福祉協議会第二地区支会共催 

推進交付金の活用 

有 

⑴  目的 

第二地区が活性化（元気）になることを目的として、今まで取り組 

んだことのない新たな事業を展開します。 

 

⑵  取組み 

ア 第二地区に二つある銭湯を情報発信基地として、地域の活性化と 

銭湯経営の一助を図ることを目的とし、各種行事への参加者へ無料 

で銭湯へ入浴できる無料入浴券を配布しました。 

イ 第二地区の銭湯 （富士の湯、菊の湯） 

  配布枚数 ４７０枚（人） 利用者数 １６９人 利用率 ３６％ 

   ◆ 富士の湯         ◆ 菊の湯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 梅ヶ枝町にある富士の湯さんで、市内では初めての試みとなる銭湯 

の脱衣所での百歳康体操を行いました。参加者は、体操でかいた汗を 

お風呂で流し、気持ちよかったと好評でした。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



⑶  今後の展開 

体操（サロン）は 4 月から、毎月 2 回開催する予定です。 

今後は、銭湯を地域の憩いの場として、活用させていただき、利用促 

進を図り、さらには現在取り組んでいる事業の継続と新たな事業の展 

開を計画していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取組み 3  地域包括ケアシステム構築事業 

（地域ケア会議、高齢者配食サービス） 

第二地区地域づくり協議会主催 

松本市社会福祉協議会第二地区支会主催 

推進交付金の活用 

有 

■ 地域ケア会議 
⑴ 目的 

従来、地域包括ケアシステムは高齢者を対象としたものでしたが、現

在はすべての人々を対象とする「地域共生社会」の構築へと移行しまし

た。 

  地域を構成するのは、子どもから高齢者、障碍者等あらゆる人たちで

す。そこで、すべての住民が主体として参画する社会を実現するための、

地域ケア会議を開催して行きます。 

 

⑵ 取組み 

ア カレー会、フードドライブの開催の開催 

(ｱ) 日 時  令和４年１０月１６日（日）午前１０時３０分～ 

  (ｲ) 会 場  第二地区防災緑地公園 

(ｳ) 内 容  第二地区の住民でカレーづくり、フードドライブの開 

       催 

       ・カレー会参加者  104 人 

       ・フードドライブ  50 品目 ７６点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 ◇ カレーづくり          ◇ みんなで試食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地域ケア会議（カレー会、フードドライブ）結果報告会の開催 

(ｱ) 日 時  令和４年 11 月 27 日（日）午前１時３０分～ 

  (ｲ) 会 場  第二地区公民館 

(ｳ) 内 容  地域共生社会に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の展開 

ア 地域における様々な課題は、地域ケア会議を通して解消していきま

す。 

イ  地域住民、市、民間企業との互恵的な関係の活用も進めていきます。 

ウ 隣近所の顔の見える関係を構築するとともに、日常における身近な 

見守りや生活支援等の支え合い活動へもつなげます。 

 

 

 

 

 



■ 高齢者会食会 
⑴ 目的 

一人暮らしや要援護・要介護高齢者が非常に多い第二地区では、地域

ぐるみの支え合いにつなげるため、民生委員や町会長が中心となって、

3 年ぶりにふれあい会食会を開催しました。 

 

⑵ 取組み 

ア 期 日  第 1 回 令和 4 年 6 月 26 日（日）午前 10 時～ 

第２回 令和 4 年 11 月 27 日（日）午前 10 時～ 

第 3 回 令和 5 年 2 月～ 

イ 対 象  70 歳以上の一人暮らしの高齢者 

ウ 参加者（関係者も含む） 

  １回目 77 人、2 回目 ７９人、3 回目 179 人 

エ 内 容  第１回、第２回は、第二地区公民館でアトラクション

をお楽しみいただき、会食はコロナの影響で、お弁当の

配布としました。第３回は、民生児童委員が中心に高齢

者に、お菓子を配布していただきました。 

 

 

         ◆ お達者倶楽部の皆様による生演奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

◆ 演奏を聞き入る参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

  できる限り顔の見える関係を構築し、日常における地域や隣近所など

での身近な見守りや生活支援等の支え合い活動へつなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


